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１．ゼロエミッションの現状は…
	２．そういえば…

	４．そこで…ＥＰＯＣ！
	３．でもどうやって？









１





そのような企業と協力しあってなんとかできないだろうか？





２





４








前頁から！





次頁へ！





まずは、アンケートで


連携ができそうな廃棄物を見出そう！


連携取組を一緒に考えてくれそうな事業所を探そう！














どの廃棄物？


どうやって連携？


処理・運搬事業者は？


実際の取組効果は？





EPOCには、全体の調整役（コーディネイター）を担える機能（『産業エコロジー部会　エコネットワーク研究会』）もある！





EPOC内の企業に呼び掛けて、同じ悩みを抱えている事業所、積極的にやる気のある企業が集まって考えていけばよいのでは？








企業Ｚ





企業Y





企業X





企業W





企業連携





＜取組効果（狙い）＞


⇒共同で効率的な運搬・処理をすることで


「処理費を低減！」「リサイクル率を向上！」





企業連携によるゼロエミッションネットワークのイメージ








たしか、そういう取組事例がいくつかあったはずだ！





おんなじように困っているところは、他にもあるのでは？





ｅｔｃ．．．





これまでいろいろ努力をして、リサイクルできる部分はやっているけれども…


リサイクルが難しいものも、けっこうあるなぁ。





いまでも、なんとか処理・リサイクルしているけれど…


できればもっとコストを減らしたいなぁ。





本当にリサイクル率が上がったり、処理費が下がったりするだろうか？





連携したとして、実際に運搬や処理を引き受けてくれる業者があるのかな？





EPOCは、環境に関心のある企業が集まっている！


リサイクルに熱心な企業も多い！





企業連携によるゼロエミッションネットワーク検討のためのアンケート調査　調査趣旨（はじめにお読み下さい）





？？？





？？？





連携するためには調整役が必要？





具体的には、どうやって検討していけばいいのだろう？








処理・リサイクル施設





自主的研究会に参加してくれそうな


事業者は？





同じ悩みをもつ事業者


リサイクルへの取組意欲の高い事業者








でもなかなか、安い処理やリサイクル方法はみつからないし…





でも量がまとまらないので、単価が高くなってしまうし…





でも近くにリサイクル施設がないから、遠くまで持っていかなくては…





う～ん





う～ん





共同収集


共同運搬





どんな廃棄物なら連携しやすいのだろう？





どうやって、連携した取組ができる事業所を探せばいいのだろう？





３



































企業連携によるゼロエミッションネットワークづくりとは？





たとえば、こんなイメージ・・・


廃蛍光管・乾電池の共同回収（三重県）


��
外食産業等における生ゴミ・残飯類の資源化（札幌市）


��
�
飲料ﾒｰｶｰによる自動販売機飲料容器の総合ﾘｻｲｸﾙ


��
建設現場の巡回回収システム


��
�


































































今年度、“ＥＰＯＣ　産業エコロジー部会　エコネットワーク研究会”では、





企業連携による


ゼロエミッション


ネットワークづくり





を検討していきます！





＜次年度以降の展開＞


自主的研究会参加事業所が中心となった連携の具体化活動











本アンケート調査は、以下の2点を目的として実施するものです。





企業連携によるゼロエミッションネットワークづくりに関する、


対象となる廃棄物の絞込み


自主的研究会への参加企業の見出し





本アンケートで抽出！





自主的研究会での活動内容


悩みを共有化！


→参加企業の現状報告


実際に見る！


→先進取組事業所への視察


実際に聞く！


→先進取組事業所から講師招聘


知恵を出し合い考える！


→参加企業で連携のあり方等を議論（効率的な共同回収／共通分別ルール／連携の課題／取組効果　等）





企業連携による


ゼロエミッションネットワークづくり


の対象となりそうな廃棄物は？





廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類


汚泥


自社焼却灰（燃え殻、飛灰）


木くず


食品残さ


ガラス・陶磁器くず


廃酸


繊維くず


ゴムくず


事業系一廃


容器包装系廃棄物


使用済み製品


その他














